
祥 生 背 析 祥 防 組 考え う

自校の生徒�の�い� �������ア ハ��メ�ト�例 �� ���

自制心 如

教員 経験�積 �指導 自信�持 い 。

�談��け い う �生徒�好意�抱い い の � い� 思い込ん 。

手

電話番号�教え こ �� �け �メ の� � よう 。

場

校内 密室 場所�あ ��こ 生徒 � の面談�増え い 。

う 意識改革

児童生徒 接 際 ��常 �の い 保護者�意識 。

�も 保護者�隣 い も�� 言動� こ � � の��自問自答 。�

う 組 作

児童生徒 の携帯電話�メ �利用 � �原則禁止 。

� 成「」 11月」0日付け� 教職員の携帯電話の使用 � 指導の徹底 い 通知済�

校内 密室 場所� い�点検 。

児童生徒 � ��指導 際の �作 。

踏 え チェック ト 作 う イ 踏 え 手段 や 場 取 除く仕組 作

事例研究 進 方

具

体

例
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高 校の �例� 高 校 不祥事�止 � �� � ���

校の校内 さ 内 � �

児童生 交換 原則禁

□ 交換 絶対禁
□ 連絡 必要 場合 学校Ｐ 行う
□ 方法 い場合 前 管理職 報告
□児童 生 保護者 個人的 携 電 い
□卒業生 個人的 携 電 い
□ 携 電 番 教え い
□部活動 連絡 う 場合 使用 明確
□直接 児童生 連絡 保護者 連絡
□ 校児童生 対応等 方法 い場合 限 使用
あ 氏 連絡 容 管理職 出

児童生 個 指 密室 い 夫

□複数 男女 行う 児童生 性 教員 席
□ 前 管理職 報告 指 録 残
□原則 窓 開 密室状 い 密室 部 使用状況
職員室 わ う

□個 指 行う場合 児童生 氏 及 場所 時間 職員室 報告
□誰 誰 指 生 指 主 学 主� 管理職 報告
□ 思い 自由 交換 風通 い職場 行う
□校 指 場合 保護者 伴 個 い
□児童生 物理的 距 指 行う
□特 教室 準 室 私物化 い う 全 検

○携帯電話使用 る
　　 生徒 携帯番号・メる アド スを取得 い。教員 携帯番号 伝え い。
　　 生徒 自分 携帯 連絡を 必要 あ 場合 ，学校 電話 。
　　 �現在教員 把握 い 生徒 携帯番号 保護者 届け た 以外 べ

消去 。そ 上 改 緊急時 た 必要 場合 み，教頭 相談 上『携
帯電話連絡承諾書』 保護者 届け う。『携帯電話 把握状況』
教頭 報告 。（有効期限 年度末 基本）

　　 �緊急時 限 ，あ 届け あ 携帯電話 連絡を こ あ 。緊急時
，生徒 安全を確認 必要 あ 場合（修学旅行や部活動 対外活動

場合 ）。
　　 �生徒 携帯電話 電話 た場合，『携帯電話連絡履歴簿』 記入 。学校 電話

連絡 た場合 ，教頭 口頭 相談 報告を 。
○個別指導 る
　〜誰 知 い密室 １対１ 個別指導 い う 〜
　　※　複数 教員 対応 原則 あ 。
　　 �個別指導を 前 ，担任 く 教育相談係 「誰 何 い こ

」を伝え 。
　　 �個別指導を終わ た後 ，個別指導 概要を担任 び学年主任 伝え 。こ

場合，必要 応 文書 記録 。内容 ，情報 共有化を図 。
　　※そ 他　特別教室や教科準備室等，特定 教員 個室的 使用を い う 。
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